









































































































 第 6 章（「戦後構想」）ならびに第 7 章（「次世代への提言」）は、原爆投下の直後から戦
後初期までの時期を扱い、公職者スティムソンの最後の日々を検証した。この時期におい
て、本論文が特に注目したのが、スティムソンが日本のポツダム宣言受諾表明の知らせを
受け対日戦の勝利を確信した 8 月 10 日から、対ソ外交の変更を強く求める覚書（9 月 11
4 
 
日付）を大統領に提示するまでの約 1ヵ月間である。8月 10日の会議において、スティム
ソンは、天皇制の護持を強く主張し、戦後の対日政策の形成においてイニシアティヴを発
揮した。また、トルーマン大統領に提示した 9月 11日付の覚書では、ニカラグアやフィリ
ピンで得た教訓だという「相手を信頼に足る人物にするための唯一の方法は、相手を信頼
すること」に格段に深い意味を込めた。他方対ソ外交においてスティムソンは、ニカラグ
アやフィリピンの場合とは異なり、前提としてのアメリカ的価値の移植が不可能であるこ
とを明示し、それでもソ連との信頼関係を醸成しなければ、アメリカ自身の安全も繁栄も
確保できないと述べた。そしてスティムソンは、ソ連への一方的な譲歩を提唱したのでは
ないが、アメリカの国益を確実なものにするためには、アメリカだけの国益を追求する姿
勢を克服しなければならないことを伝えようとした。戦時中の陸軍長官としての最大の任
務を終了させたスティムソンは、このわずかな期間の中で自身の経験に基づく知恵を総動
員して、戦後世界のあり方とアメリカがとるべき政策についての考えを総括したのではな
いか。強さと理念をあわせ持つアメリカを追い求めたスティムソンが、多くの経験と失敗
を繰り返して辿り着いた結論がこの部分に見出せると指摘できる。 
